
渋谷のシンボル “ハチ公像”
を、山形大学が取り組む
「やわらかロボット」でプ
ロデュースしました。や
らわかロボットは人との
親和性が高く、福祉分野
での応用も期待されていま
す。やわらかハチ公を撫でて、
触って、新しいロボットと福祉の
将来に期待してください！

 　「渋谷ハチ公像」
と「鶴岡ハチ公像」
「やわらかロボ！ゲ
ルハチ公」の原型は
「鶴岡ハチ公像」。渋
谷ハチ公像の作者が
1947 年 に「試 作 品」
として制作したもので

す。長年、藤島町役場（現・
鶴岡市藤島庁舎）の片隅に「犬

の石膏像」として飾られていま
したが、同町の薬剤師・高宮宏さん

が調査し判明しました。「忠犬ハチ公」
を新聞で紹介し世に広めた動物愛護家の斎

藤弘吉さんも鶴岡市出身であることから「鶴岡
ハチ公像保存会」が発足。今回私たちはこの保存会

が所有する FRP 製レプリカから再現しました。「やわら
かロボ！ゲルハチ公」に触れながら「ハチ公」と「山形県」
のつながりも感じ取っていただけたらと思います。

山形大学SOFUMOは
やわらかいロボットを
研究してます！

やわらか部分を
触ってください！
鳴き声や振動・光で

こたえるよ

触覚センサと映像か
ら人工知能で
感情解析するんだ

JR 鶴岡駅の構内
に展示されてい
る「鶴岡ハチ公
像」（石 膏）　　
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頭と前足は
心地よい

  やわらか素材！
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SOFUMO と共創しませんか？


